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粕酢の 成分 特 に 有機鹽基 1：就 て
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　著者の一人 西田は襲に米酢に就て有機鹽基の強索を試 みナこ結果 Adenin
，
　Putrescin

，
　Ornithin

及 び Ammonia 等を分離 する こ とが 出來 たの で あるが 、 粕酢 に就ての 研究 は未だ な い や うに

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （L
，
）

思ふ 。 尤 も宮路憲こ二氏は醋酸菌に よ る ア ミ ノ酸類の分解成果物 の研究に 當つ て 、粕酢及び貯

藏酒棉か ら Tyramin を分離 し、 粕酢中に Tyramlnが存在するの は 、 醪の醸酵 とは何等の 關

係がな くして 、 特殊の細菌 に よつ て 出來 ナこ古粕か ら直接 に誘導 され ttもの で ある こ とを明か

に され ナこo

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （3）

　次 に粕酢の原 料であ る酒粕の有機鹽基に つ い て は林溏植氏の 研究 成績があ る 。 氏は市販の

板粕か ら多數の 含窒素化合物即ち Tyrosin
，
　Adenin

，
　Guanin

，
　Hypoxanthin

，
　Histidin

，
　Arginin

，

Betain
，
　Cholin及 び Lysin等 を分離證i明 され ナこ。

　　　　　　　　　 L 實　驗　成 　績

　　　　　　　　粕酢の
一

般成分

　供試粕酢は尾州孚 田 ， 中野 酢店に於 て醸造 した「夸山吹 亅印の粕酢で 、直接本 店か ら購求し

た もの で あ る 。 暗褐紅 色透明の もの で 、 少 し甘味を帶 び 、

．
特有の芳香を もつ た優良 品であつ

tc。　Al その 一般成分を定量 した 結果 を示 せ ば次 の 如 く であ る 。

比 重

エ 　　 キ　　 ス 　　 分

粗　　　　蛋 　　　　白

蛋　　　　　　　　　白

全 酸 （醋 酸 ミ し く ）

揮 蟹 酸 （醋酸t して ）

不揮發酸（號珀酸 t して ）

灰　　　　　　　　 分

　 1．0178

100  申 の 9，數

　 3．4898

　 2．3938

　 0．（）394

　 4．7407

　 4．2416

　 0」4906

　 0。1946

各種形態の 窒素　　　100   中 の9．數

全 　　窒　　素　　　　 0．3830

蛋 白 態 窒 素 　 　 　0．0063

…非蛋 白 態 窒素　　　　　　　O．3767

　　ア ム 毛

’
a ア態窒素　 O．0545

内　有 機 鹽 基 態窒素　 O．1213

　 其 他 の 窒 素 02009

全窒素な
100t して

　 100．O　　　　．

　 　 1．6

　 98．4

　 14，2

　 31＝

　 52．5
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　　　　　　　　　　有機鹽基の 分離決 定

　前記 の試料 19L を低温低簾の下 に濃縮 し て 原 容の 略 ％ とし た後 、 中性 醋酸鉛を加 へ て

不純物を除 き、 濾液に硫酸 を加 へ て過剩の鉛 を除去し tこ。 次 に硫酸鉛 の濾液 に更 に硫酸を加

へ て 硫酸 の濃度を全容の 略 5％ と した 後燐 ウ オ ル フ ラ ム 酸を加 へ て沈澱 を作 つ た 。 燐 ウ オ ル

フ ラ ム 酸の沈澱は 常法の如 く處理 して邁離鹽基の濃厚榕液に した 。

　　　　　　　　　　A ・Purinbase −FrakUo11 （IIyP ⊃ xanthin 分離 ）

　邂離熨基の 濃厚溶液に硝酸 を加 へ て 中和 した後 、 爾酸銀 の濃厚液を加 へ て沈澱を作 り、そ

の沈澱 を鹽酸 で 分解して鹽酸鹽の結 髄 1．OOg
， を得 た σ 鹽酸鹽 は無色棘状の結 晶で 、 水 を加 ふ

れば溶解せすに 分解する 。 金 鹽及び白金 鹽を作つ た 結果 Hypoxanthinの誘導體に
一致 しナこ 。

　　 金 　鹽 ： 黄色柱状結晶 、 融點 251°C （黒變分解）

　　　 02317g ．　Subst．　　　　　　　　　　　　　　 O 0966g ．　Au　　　　　　　　　　　　　　　　　　　41 ．69 ％An

　　　 B2r．　 fttr　G ：，HINgO　HCI、Al 疋Cl； （t｛．ypox ： nth ｛nciLIordinrat
’
）　　　　　　　　　 4L42 ％Au

　　　白金鹽 ；　帶黄色結晶

　　　 O．1349g．　Subst　　　　　　　　　　　　 o，C39「’
g．　Pt　　　　　　　　　　　　　　　 28．91 ％Pt

　　　 Ber．
9ii
　r （C ，iHIN ，IO ・HC1 ）PLCU （IJypo．ytu ）七hlnehlorp】atkiat ）　　　　　　　 28．62 ％Pt

　　　　　　　　　　B ・　Arginill
−Frakti〔｝11（Histamin分離）

　前項の 稍酸 銀沈澱の 濾液 か ら常法に よ つ て 燐 ウ オ ル プ ラ ム 酸の 沈澱を作 り、更に邂離鹽基

の 濃厚液を製 し、 こ れ に過剩の鹽 酸を加 へ て 蒸發 し徇硫酸乾燥器 内で充 分水 分を除い た後 、

無水酒精を以て 處理 しtt。

　　　　　　　　 （1）無水酒精に 不溶解の鹽酸鹽

　此部 分 の 收量 2．109．この 鹽酸鹽は無色柱状 吸濕性の 結晶 。

　『ク リン 酸es　： Histaminpikeat特有 の 菱板状結晶、光輝あ ろ黄色物質、融點 230°C （黒變分解）

　　　金　　鹽 　：　濃黄色短柱状寒吉晶 、 融蝨〜218 〜 21goC （黒變分解）o

　　　 α2ア60g．　Stlbst．　　　　　　　　　　　　　　　　O，1377g．　AII　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I．g．8g％Au

　　　 Be ・・　 fti・ CttH
・
N ・1
・211CI・2A ・Cl・・ 面 ・t・mi ・・ch1 ・ L’lill　L．at ）　 　 　 　 　 49．85％A ・

　　　　　　　　 （2）無水酒精に 可溶解 の鹽酸鹽

　此部分 に昇汞 の 酒精飽和 溶液 を加 へ て 臨來た沈 澱を、H2S で分解 して鹽 酸鹽に した 。 收量

OAOg。この鹽酸監は 吸濕性の結局で誘導體を作つ た 結果薗項 の物 質 と同 じ く Histaminの鹽

酸寛であ る こ とを確か めた 。

L
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　　　 ピ グ リソ 酸鹽 ：　黄色菱板状結晶、融點 231° C （黒變分 解 ）。

　　　白　 金　 鹽 ： 橙黄色柱状結晶 。

　　　　O．2084g，　S ［lbst ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　O．07？9g．1｝t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　37．38 ％ Pt

　　　　Fer．　ftir　C，IH ！iN，］・2HCI ・PtCll（Histaminch】orplatiiiat）　　　　　　　　　　 37A7 ％Pt

　　　　　　　　　　C ・Lγsin −Frakti（
？
n （Cadaverin及 び Tyramin 分離）

　硝酸銀 とバ リ タ を以 て 作つ た Argillin−Frakdon の沈澱 の濾液か らは常法 に よつ て燐 ウ オ ル

フ ラ ム 酸で沈澱を作 り、 更に鹽基の鹽酸鹽に し充分水分を除い ナこ後、無水酒精で處理 しナこ。

　　　　　　　　　（1）無水 酒精に不溶解の鹽酸鹽

　 こ の ．部分の 收量 ： 5．50g．こ の 鹽酸鹽の窒素 を定量 した 結果 は次 の 如 くで あ る 。

　　　　O．1337g．　 Sllbst．　 　　 　 　　 　 O．0228g．　N 　 　　 　　 　 　　 17．05％N

　　　　Ber．　fti　1’Calヨ［1．2・N． 　
［
，・2HCI （Putrescinehlorid）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17．40％N

　又誘導體を作 り精査 した結果 Putrescinの それに一一twしナこQ

　　　 u’ク リ ン 酸鹽 ： 絹糸 光澤な 呈 す る 帶 緑黄 色 長 薄片 朕結晶 、 冷水 1二難溶 、 融點 253 °C （黒燮分解）

　　　金　　　　鹽 ： 絹糸光澤 を 呈 す る濃黄色短柱状結晶 、 冷水 に 難溶 。

　　　　O．2769g，　Subst．　　　　　　　　　　　　　　　　O．14正5g．　An　　　　　　　　　　　　　　　　　　51．10％Au

　　　　Bee．　ftlv　CIHItN ・2HCI ・2AuC ］：｝ （PutreHe
’
tnghler ｝anrat ）　　　　　　　　　　 51．35％A 【1

　　　　　　　　　（2）無水酒精に 可溶解の鹽酸鹽

　此部 分 に 昇汞の 酒精飽和 溶液を加 へ て沈澱を作つ た 。

　昇汞沈 澱 ：一昇汞沈澱を H2S で分 解 し鹽基の 鹽酸鹽 4．80g．を得た 。 鹽酸鹽は 吸濕性の 強 い 無

色 0）結晶で、實驗0）結果 Cadaverinchloridに一一致 す る こ とを知 つ た Q

　　　U’ク リ ン 酸鹽 ： 冷水 に 難溶、光輝あ ろ帶緑黄色柱状結晶、融點 221 °C （黒變分解）。

　　　白　 金　 鹽 ； 冷水 i：比較的難溶、濃黄色柱状結晶 t 融黜 228’v229 °C （黒變分 解 ）。

　　　　0．2326g．　i　 ubst ．　　　　　　　　　　　　 0．0889g ．　Pt　　　　　　　　　　　　　3822 ％Pt

　　　　i3，r．　ftlv　eJI 凵N2．2HCI ．？tCl4 （．Cadaverinch〕Uplat
’lnat）　　　　　　　　　　　　　　　38．C6％ Pt

　昇汞沈 澱の 濾液 ：一此部分は酒精 を蒸發 し去つ ナこ後 、
H ，S を以 て過 剩の昇汞を除い た 母液を

蒸 發 、濃縮 して 稍 々 ．多 量の帶紫黒色の殘物 を得 た が結品 した部 分が少 なか つ ナこ 爲め に 、 ゼ ク

リ ン 酸鹽 に轉化 さ した 。 この ピ ク リ ン 酸鹽を HCI で分解し て 得た 鹽酸鹽は絹糸 光澤 を呈す ．

る無色板 状結品 で 1 ロ ン 氏 反應を與 ヘ ナニ。

　 　 　 　 げ
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rk（

　　　ピ ク リ ソ 酸盟 ： 光輝あ る 黄色柱状結晶、融解點 202〜 203°C
。

　　　白　 金 　鹽 ： 橙黄色小薄片状結晶、融點 221〜222 °C （黒燮分懈 ）。

灼熱すれ lf顯著 に石炭酸臭々放つ 。

　　　 O．C484g．　Subst．　　　　　　　　　　　　 0．0138g ．　Pt 　　　　　　　　　　　　　28．51％Pt

　　　 Ber．　ftir（GtiHnNO ・HC1 ），，1
）
しCl，1 （TyvaminohlorplatintiL）　　　　　　　　　　　　　28．48％1’t

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

　　　　　　　　　　II．成　績 　要　約

以 上實瞼の結果 、粕酢 19L か ら分離決定 し得た 缶窒 素f匕合物 0）量を示 せ ば次 の 如 くで あ

る o

　　　 II．ypoxuiithln （Ch ］orid ）　　　1．009．

　　　 Hig，　tamiu 　　　（　　
”
　　）　　　2．50

　　　 Putrescin　　　　（　　”　　）　　　5．50

　　　 Cadaverin 　　（　　”　 ）　　4．80

　　　 Tyramin 　 （　
”

）　少量

　　　 Ammoniak 　　　　　　　　　　I2．57 （定量f直）

附認 此實驗 掴行 ふ に當 り吉村清尚先生 の 御助言な忝 ふ しtここ ピ 層深 謝t 。

　　　　　　　　　　　（昭和 8 年 7 月 1 凵　於 鹿兒島高等農林學校農藝化學教室）

　　　　　　　 女　　　　　　 献
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